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バラモン教 クシャトリヤ

ヴァイシャ ガウタマ＝シッダールタ

ジャイナ教

クリックで全て

直前予習 Ｔ．Ａ．キーワード確認
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今日の授業ラインナップ

「四大河文明」の一つインダス文明１．

２．

３．

バラモン教とカースト制度の成立

社会変化と新宗教（仏教etc. ）の成立



三章 古代インド・ アジア

インダス

Ｔ.Ｑ.「インドの新宗教成立と

その背景とは？」 教科書P.35～

１ インド

（１） 高度な 計画 ex.モエンジョ＝ダーロ ※１①②
① 文明…B.C.2300（2500？）、 人による

都市

（２） 銅器文明 cf.インダス文字（未解読） ※２

→B.C.1500、 人（ｲﾝﾄﾞ＝ 語族）の侵入で滅亡ﾖｰﾛｯﾊﾟ

② アーリヤ人社会

（１） 教…自然崇拝の 神教
※３

バラモン
経典：『ヴェーダ』

１／２枚目のスライドはここまで！

多

青

（２） 制度（ B.C.1000～）…４つのヴァルナ（ ）
→増加

身分
∵アーリヤ人の 川流域拡大

カースト

バラモン（ ）司祭
クシャトリヤ（ ）貴族

支配層
ヴァイシャ（ ）庶民
シュードラ（ ）奴隷

ガンジス

東南

ドラヴィダ

アーリヤ



…厳しい不殺生（ ） ※５

…諸行（ ）無常。慈悲（ ）の心

∴ の実力向上

（４） 新宗教の成立（ ）B.C.５C
cf. バラモン教内部から 哲学発生ウパニシャッド

１ 仏教（ガウタマ＝ による） ※４シッダールタ

２ ジャイナ教（ による）ヴァルダマーナ

じひしょぎょう

せっしょう
最後のスライドはここまで！

（３） 社会変化
B.C.1000 器の普及→商工業がさかんに

B.C.500 マガダ国とコーサラ国の戦争
∴ の実力向上

ヴァイシャ
鉄

クシャトリヤ
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※Ｔ．Ａ．まとめスライドへ

バラモン（ ）司祭
クシャトリヤ（ ）貴族

支配層
ヴァイシャ（ ）庶民
シュードラ（ ）奴隷

ここから



※１①
NEXT

モエンジョ＝ダーロ遺跡の沐浴（もくよく）場

4000年以上も前のものとは思えないほど、大規模でしっ
かりと造られている。また周辺には蓋つきの排水溝など
もあり、高度な都市文明であったことが分かる。

ｸﾘｯｸで、
写真



※１②
BACK

高井戸

居住地区はレンガ積みの建物が整然と復元されている。
ここでも排水設備が整っていて、各家にはダストシュート
が付いている。隣接する「穀物倉」からは５千年前の炭化
米も見つかっている。

ｸﾘｯｸで、
写真



※２ 未解読のインダス文字（印章）
ｸﾘｯｸで、
写真



インドラ神はバラモン教、ヒンドゥー教の神の名称
である。雷を操る神である。漢訳では帝釈天とされ
仏教に取り入れられる。特に『リグ＝ヴェーダ』に
おいて中心的な神で、『ラーマーヤナ』には天空の
神として出てくる。

インドラ神 ※３

ｸﾘｯｸで、
バラモン教の神々の主神的な
存在であるインドラ神
（ｷﾞﾘｼｱ神話のｵﾘﾝﾎﾟｽ１２神の
主神ゼウスと類似
cf. ｲﾝﾄﾞ=ﾖｰﾛｯﾊﾟ語族）

アニメ映画「天空の城ラピュタ」に
登場する「インドラの矢」の場面
（5m53s）



10

※４①next



11

※４②back



※５ｸﾘｯｸで、 極端な不殺生



コーサラ国とマガダ国の抗争によりクシャトリ
ヤ（貴族・武士）が台頭した。さらに鉄器の普
及に伴い商工業が活発化した。よってそれま
での反バラモンの動きに力もついてきて、ヴァ
ルダマーナによるジャイナ教やガウタマ＝シッ
ダールタによる仏教、さらにバラモン教内部か
ら、その形式主義を反省してウパニシャッド哲
学が生まれた。
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